
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 23 日（火）、第 3 回秋ふく祭り事業所作品の表彰式が本部で行われました。 

今年度の秋ふく祭りは 11 月 7 日から一週間に渡ってサポートセンターなかせで開催され、昨年よりも多

くの方にご来場いただきました。 

今回は「地球」というテーマで各事業所が作品制作を行い、それぞれ個性豊かな作品が会場に展示されて

いました。来場して頂いた方や実際に作品作りに携わった利用者の方々にお気に入りの作品を投票してい

ただき、人気作品の順位が決定しました。 

順位は 1 位かのん、2 位ゆめワーク、3 位りりぶとなりました！惜しくも入賞を逃した事業所もあります

が、どの事業所作品も工夫があって素敵な作品ばかりでした。 

今年度の秋ふく祭りは昨年よりも参加の輪が広がり、より多くの方々と作品を通して触れ合うことができ

たと思います。投票にご参加下さった方や作品を出展して頂いた方、たくさんの方々にご協力頂き本当に

ありがとうございました。 

第3回 秋ふく祭り表彰式 
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地域とあなたと私を結ぶ定期便 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

クオーレでは季節限定のちょこぷりんの販売を始めました。トッ

ピングにクッキーが添えられています。ぷりん自体も甘すぎず、

ほんのりとした苦みがあり、小さいお子様からチョコ好きな方ま

で満足できる商品です。 

自分で食べるのはもちろんのこと、2月 14日のバレンタインデー

での贈り物や友チョコとしてのプレゼントにオススメです。ぜひ

一度ご賞味ください。            （ 上柳 光 ） 

かのん 
1月 11日、今年の無病息災を祈願し、鏡開きを行

いました。 

皆さん、この日をとても楽しみに待っていました。

「花のん」のレストランで作ったお汁粉を持って

いくと、みんな嬉しそうに食べ始めました。 

「美味しいね」と周囲との会話も弾みます。 

年の始まりに早速楽しい思い出ができました。 

              （ 赤堀 元香 ） 

コーポの 12 月は大忙し。弁当業者の年末年始休業に向

けて全員で買物に行ったり、クリスマスにはビンゴ&夕

食会を楽しんだり。メンバーさん達の意見を取り入れつ

つ、感染対策も意識しつつ…新しいメンバーさんが加わ

ったこともあり、交流の機会を大切にしています。 

次回は外食レクの様子をお届けします♪ 

（ 上原 慶子 ） 

コーポ狩野 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

1/13（土）韮山時代劇場にて開催された「第 18回パン

祖のパン祭り」に参加しました。 

今回は「生クリームあんパン」「いちご大福風あんパン」

など３種類のパンを販売。人気店がひしめく中、お昼

前には完売と大盛況！ 参加したメンバーさんからは

「完売して良かった！楽しかった！」とイベントを楽

しめたとの感想が聞かれました。 

（ 武井 紗知 ） 

ゆめワーク 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資源の情報収集をするため、ひまりでは随時グループホームの

見学に出向いています。1 月は裾野市や沼津市の施設に伺いまし

た。各施設のサービス形態（日中サービス支援型、介護サービス包

括型）や、立地、特色は様々で、まさに『百聞は一見に如かず』。

実際に関係者と顔を合わせて話をする中で、利用者さんが気になる

こと、施設側が大切にしていることなどを一つ一つ確認し、情報共

有をしています。                        （ 笹原 紀子 ） 

なかせ 

りりぶ 

ほっと 

熱海伊東圏域自立支援協議会では、年に 1度テーマに合わせて講師の方を招

き、共通部会を開催しています。今年度は、『虐待を防止するためには』と

いうテーマで、県立富士見学園 施設長の鶴田氏による講演と演習を行いま

した。「虐待防止研修はコミュニケーション研修である」とのお言葉から始

まり、適切な支援のための構図や氷山モデルシートを活用した事例の紹介、

自分自身の承認のバケツなど、楽しく学びの多い時間でした。対人関係を良

くするには自分自身が変わること、相手の気持ちは自身の対応次第であるこ

とは、日頃から強く実感する部分でもありました。    （ 石田 由貴 ） 

2023年度末は『ピアmeetsピア ～広げようピアの輪研修～』と題した駿東田方圏域のピアサポートに

関する研修兼交流会を長泉町、函南町、裾野市で実施しました。「リカバリー」という言葉の説明や体験

談を聞いた後に、ピアサポーターの方が司会役となって各班で交流会をしました。 

駿東田方圏域ではまだまだ「ピアサポーター」が浸透していない部分が当事者にも専門職にもある、とい

う発見が出来たことは大きな気付きになりました。空想上の誰も見たことがない存在から、如何にしてリ

アルな存在へと感じてもらえるのか。先ず僕らピアスタッフはその課題に向き合いたいと思います。 

                                        （ 山崎 将展 ） 

1月 16日にグループホーム連絡会の定例会がありました。11

月に実施した施設見学ツアーの振り返り・グループホームの

空き情報の管理・グループホーム案内冊子・次年度活動の確

認を行いました。会の参加者は決まっていますが、自身の考

えを発言して下さり、会を作ってくれています。今後もお互

いの学びを深めたり、一緒に悩みを共有できたりする会であ

り続けられるよう、自分も参加していきたいです。  

（ 望月 典子 ） 

ひまり 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年は元日の能登半島地震という大災害で始まり、波乱の幕開けとなりました。被災された皆様に

は心よりお悔やみ並びにお見舞い申し上げます。昨今は全国各地で大小の地震が発生しています。いつ

どこで自分の身に降りかかるか全くわかりません。備えと覚悟は常にしておかねばと思います。 

ふくむすび編集部 

 


